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Ⅴ．特記事項 

 

1．奨学生寮マグノリア学寮 

本学では、新たに 2021(令和 3)年 4 月にマグノリア学寮を供用開始した。マグノリア学

寮のコンセプトは、異なる価値観を持つ同級生や先輩・後輩と共同生活を通して、協調性

や問題解決能力、コミュニケーション能力を育み、また教職員や地域住民と幅広く交流す

ることで、さまざまなキャリアや卒業後の人生に役立つ実践的なスキルを身につける環境

を整えた教育寮である。 

このコンセプトを具現化するため、入寮学生は選考を経て入寮を許可している。選考を

経た学寮生から RA（Residence Assistant）を各階 1 人を選出し、専属教員アドバイザー

との橋渡しや、学寮の各種企画とりまとめなどの業務を担っている。学寮は、学寮生と教

職員が「共に生き、共に学ぶコミューン(Living Learning Commune、以下：LLC)」を実

践する空間として、LLC の発展には、アカデミック活動とフェッツ活動の両輪が不可欠で

あり、RA の役割は重要である。 

アカデミック活動は、「教室外での持続的な学び」をコンセプトに、幅広い問題・関心を

教職員と学寮生で共有し、学部やメジャーの枠を越えて活動している。活動の一環として、

特別講演会やワークショップを主宰し、少人数の勉強会なども開催している。このアカデ

ミック活動を通して、リーダーシップと責任感、人間の尊厳、多様性の理解、地域とのつ

ながりの追及を図っている。フェッツ活動の「フェッツ」は「祝祭」を意味するフランス

語に由来し、バーベキュー大会やパーティ、送別会、大学祭への参加を通して、豊かな人

間関係作りにつながる環境を整えている。日々の暮らしにおいても「楽しさ」だけではな

く、選ばれた学寮生にふさわしいアカデミックな舞台をダイナミックに創造している。こ

のフェッツ活動を通して、他者への思いやり、葛藤と向き合う能力を身に付けている。ま

た、新たな価値の共有、互いの可能性を認め協力し合う関係づくり、地域社会とのつなが

りを深めることを目標としている。 

マグノリア学寮は、奨学生寮であり、近隣の家賃相場（4 万～5 万円）よりはるかに安

価に月額費用（家賃、光熱通信費を含め 15,000 円）を設定している。各階 1 人の RA の月

額費用は無償としている。 

開設初年度の 2021(令和 3)年度の様々な活動は、新型コロナウイルス感染予防の観点か

ら大々的に行うことができなかったが、学寮内でのイベントは感染対策をした上で行われ

た。 

  


